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内容 

１．データ収集 

２．最尤推定法 

３．統計的検定 

４．モデルの選択 

５．集計問題 

 



１．データ収集 

① 選択実績データ 

② 各選択肢のサービス水準を表すデータ（ＬＯＳデータ） 

③ 個人特性データ（年齢、性別、職業） 

④ 選択を行った場や状況に関するデータで、②に含まれてい
ないもの 



説明変数のタイプ 

・選択肢についての変数    所要時間、費用など 

・意志決定者の属性     年齢、性別など 
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β 1 β 2 β 3 β 4 β 5

自家用車 1 所要時間 0
自家用車
の費用

1 or 0

鉄道 0 所要時間 公共運賃 0 0



１．データ収集 

β 1 β 2 β 3 β 4 β 5

自家用車 1 所要時間 0
自家用車
の費用

1 or 0

鉄道 0 所要時間 公共運賃 0 0

 例えば、自家用車の費用のパラメータと、鉄道の費用のパ
ラメータが同じとは限らない。利用者にとって、各々の費用
の重みが違うとき、別々のパラメータで考える。 

 しかし、選択肢間で費用の重みが変わらないときは、共通
のパラメータに出来る。 

 



２．最尤推定法 

• ２つの選択肢があり、個人ｎが選択肢１を選んだと
すると、 

 

 

• したがって、２つの選択肢のうち、すべての人が選
んだほうの確率の積（同時確率）L*は、以下の式で
表される。 
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２．最尤推定法 

• このとき、対数尤度関数logL*を使って解く。 

• この尤度関数L*を最大にするパラメータβを推定す
る。すなわち最尤推定量  を求める。 
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２．最尤推定法 

• 最大値を求めるために、Ｌの  に関する1階微分方
程式        を求めたい。 
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ニュートンラプソン法 

• 方程式f(x)=0を近似式           により求める方法。 

 

• すなわち、 

 

 

 

          

         として再度  を求める。 

rは収束過程の繰り返し数。 

                から始めてこれを繰り返し、パラメータを求める。 
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３．統計的検定 

• モデルに取り込むべき変数を取捨選択する
際の判断材料 

①ｔ値検定 

②尤度比ρ2 

③的中率 



• 決定したパラメータを、すべてのパラメータが０から 

有意に離れているかを検定する。 

 

  の分散共分散行列、この行列の対角要素を  

 

  

• このときの決められた棄却限界値と比較して、 

有意性を判定する。 

• 両側5％有意水準では、1.96以上で棄却。 

• 説明変数としては通常1.5程度。 
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適合性 

• 尤度比を用いてモデルの説明力を判断する。 

• 尤度比とは、推定したパラメータによって尤度がど
の程度向上したかを示す指標。 

• 0<ρ2<1をとり、1に近づくほど、良い。 
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説明変数の選択 

• パラメータ値の符号条件 

– Ex.)所要時間は増加すればするほど、その選択

肢の効用は減ずる。したがって、所要時間のパラ
メータは負でなければならない。 

• パラメータの有意性 

–一定値以上のｔ値 

• 適合性 

–十分な尤度比ρ2 



４．モデルの選択 

• 良いモデルとは･･･ 

①複数のモデルのパラメータが安定 

②パラメータ値またはその変数の変化が被説
明関数に与える感度分析結果に対する判断 

③複数のパラメータに関する相対的判断 

 例えば、所有時間と費用のパラメータの比は時間価値（円/

分）として表され、この値が経済的に妥当かどうか。 



５．集計問題 

• 個々の選択結果を集計する。 

①数え上げ法 

②積分法 

③モーメント法 

④分類法 

⑤平均値法 

 

実用的には、④か⑤を用いる。 



分類法 

• 個人をセグメント分けし、セグメントごとに説明変
数の平均値を入れる。それを全体について集計。 

 

 

 

 

• セグメント 地域ごと、社会経済変数（年齢、    
所得など） 
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そのセグメントについて
のi選択肢のシェア 



平均値法 

• 説明変数Zの値に平均値  を用いる。 Z
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